
 

  

第三章 国民投票の効果 

第百二十六条 国民投票において、憲法改正案に対する賛成の投票の数が第九十八条第二項に

規定する投票総数の二分の一を超えた場合は、当該憲法改正について日本国憲法第九十六条

第一項の国民の承認があったものとする。 

２ 内閣総理大臣は、第九十八条第二項の規定により、憲法改正案に対する賛成の投票の数が

同項に規定する投票総数の二分の一を超える旨の通知を受けたときは、直ちに当該憲法改正

の公布のための手続を執らなければならない。 


